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各領域内聞確聞での正答率､ 4)全問題別得点数､ 5)成績別グループにおける簡域別正答率､ 6)成績
別グル-プ間の鎖域別正答数､ 7)自由lpj答における回答例の7項目であるo敵城別正答率は全体では
上位ゲル-プが平均88.8%､下位グル-プが69.0%と､約20%の差があった.上位グル-プの特徴と
して言えることは､領域A､ Eが低く,学習指導要領において敏域Aに相当する品詞の項目は詳細に
は扱わないことが反映されていた｡双方のグループとも正答率が高かったものは､時制と5文型の額
域BであるC額域別得点分布では.領域によって下位ゲル-プが多く得点している問題も見られた｡
また､項目7)のような自由回答では困難さが観察されたので､さらに学習者の習熟度過程を検討す
るにはテキストマイニング分析を行なった｡
第二言語学習者の誤答分析では､学習者の誤りには複雑な要因が絡み合い数量化できるものでもな
く､特に選択肢から解答を選ぶテストではない自由作文においては､評価する側の観点の問題も生じ
てくるoそこで第5輩後半では自由作文した英語を､誤答分析ではなく､テキストマイニングにより
抽出した単語頻度や係り受け､さらには文法事項(完7形､関係代名詞､分詞､受動態､仮定法)の
特徴分析から､習熱度別2グル-プ間の特徴的な構築過程の検証を行なったC　上級者グループは単語
数を多く用い､中級者ゲル-プではみられない単語を用いて作成する傾向にあった｡また､特徴分柄
では､難しい言い回し及び文を構成する関係代名詞等の使用を｢回避｣する傾向にあることが明らか
となった｡また4章で取り上げたように､文法知識のみならず4技能も相反関連して習得が進んでい
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くことが,使用する綿*の種類からも観察できた｡習熟産別グループごとの特徴的な構築過程の検証
を試みた結果､習熟度が反映した文法習得の構築過程が観察された｡
第6辛括論
音詩習得は総合的言辞知就体系の獲得であり､それぞれが相互に作用しあいながら､青韓知識を
身につけていくものである｡それは母静の首靖やバイリンガルの音詩獲得にも言えることであり･第
二音詩習得はそれらの研究の上に形成され進展を遂げている｡しかしながら､これらのさまざまな言
論獲得方法理論はそのまま第二青緑習得法へと移行されコミュニケーションのための英静習御柱
流の方向へと向かっているのが､日本における現状である｡たとえコミュニケーション能力の四技能
を獲得することが目的であっても､文法知識は体系として習得する必要が第二言語学習者としての日
本人英語学習者には必須であり､そのことが音声習得の手助けともなりうることが本博士論文から示
唆された｡第6章では本研究で行なった日本人美希学習者の音声と文法習得の相互影響の関係につい
てまとめ､本論文の総括を述べた｡
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論文審査結果の要旨
臨界期仮説などで特徴づけられる現在の第二言論習得研究では､母詩の獲得過程の知見や研究方法を第二
言語の習得にそのまま適用しようとするきらいがあり･それに基づくコミュニカティプ･アプロ-チによる
指導法では,特に自然発話の音繕膏の習得に力点が置かれている｡一一九第二言請と母請の習得は即勺に連
ぅという見方も強くある｡本論文は､英韓の母語話者と日本人学習者による母音を音響音声学的に分析し･
鋼昏音声特徴やリズム･パターンの実験的考察､読解処理速度と聴取処理力との相関の分析を通して､第二
言拍習得における文法知識の重要惟とその獲得過程を明らかにしようとしたもので･全編6尊から成るo
第1草は序論であり,問題の所在と本研究の朗勺を述べている｡
第2車では､英語の冠詞に含まれるシュワ膏と強勢母音の音菅的特徴を対照し･通常速度での発話との比
較で前者が音声速度の上昇の影響を受け､フォルマント周波数が大きく変異することを観察した｡これに関
連して,日本人学習者による冠詞の聞き取り実験を行い､持続時間の長矧こより定冠詞と不定冠詞の聞き取
りに誤りが任じやすいことを観察したoこれらの結果は､フォルマントや長さなどの普声特徴が､リズム･
パタ-ンの基礎となる文法構造と直接関わることを示しており､音響音声学的にきわめて興味ある新たな知
見となっている｡
第3草では､ u本人英さ行学習者向けo)初期教材の昏声資料をJJJ析し､発訴速度の変化によって挺こる特敬
的音声変化であるロ養音化､禅音化･シュワ音の脱落などが含まれず･自然な英語音声に触れる機会が与え
られていないことを明らかにしている｡
第4章では､英的母語話者との比較の中で､日本人英治学習者の統解速度と聴解処理力との相関について､
TOEICスコアを用いた確認調査を行っている｡その結果､読解速度とTOEICリスニングスコアとの相関が､
読解速度とTOEICリーディングスコアとの相関以上に高いことを明らかにしており･音声理解における文法
知識の関与を示唆している｡
第5章では､第二離宙の学習者が第二肴綿運用に挙るまでの文法構築過程を明らかにするため習熟度別学
習者グル-プを設けて文法事項習得の調査を行っている｡文法項目別に作成した応答テスト結果と自由作文
をテキストマイニングにより分析した｡文法領域ごとの正答率および自由表現テキストで使用された文法項
目の多寡とそこで使用された論集の特徴を詳細に分析し･第二言語習得における文法知識の構築を定量的に
捉えた結果を得ている｡
第6車は､結論と今後の研究上の展乳および外国繕教育の教材編集に対する撹首を述べている｡
以上､要するに､本論文は,学習者の音響音声学的聴取実験､英綿教育音声教材調査､読解凍解処理能
力の相関分析､学習者の習熟度と文法構築過程の分析などを通して,第二離百習得の過程における文法知識
の関わり方を明らかにして､第二菖韓習得研究の新しい方向性を示唆したもので･情報科学および言蹄習得
を含む言論学の進展に寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は.博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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